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町
長
小
林
理
教新

年
あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　
　
町
民
の
皆
様
に
は

　
輝
か
し
い
新
春
を
お

迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら

お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

「
一
一
一
位
一
体
の
改
革
」
の
余
波
と
台
風

　
さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、

年
明
け
早
々
か
ら
国
の
「
三
位
一
体
の
改
革
」

で
地
方
交
付
税
の
大
幅
な
削
減
が
行
わ
れ
、

自
主
財
源
の
乏
し
い
本
町
に
と
り
ま
し
て
は
、

平
成
1
6
年
度
の
予
算
編
成
に
大
変
苦
慮
い

た
し
ま
し
た
。

　
町
民
の
皆
様
へ
も
事
務
事
業
の
縮
小
、

補
助
金
等
の
削
減
で
痛
み
を
強
い
る
こ
と

を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
が
、
御
三
解
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
秋
に
は
台
風
の
襲
来
で
家
屋

へ
の
浸
水
、
水
道
、
電
気
な
ど
の
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
の
決
壊
、
農
林
業
施
設
や
農
作
物

に
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
被
災

さ
れ
た
方
に
は
、
行
政
の
援
助
も
不
十
分

で
申
し
訳
な
く
思
っ
て
い
ま
す
。
1
日
も

早
い
復
興
を
御
祈
り
申
し
上
げ
る
次
第
で

あ
り
ま
す
。

合
併
問
題

　
ま
た
、
合
併
問
題
も
町
政
の
大
き
な
新

た
な
機
軸
と
な
り
ま
し
た
。
門
川
町
も
含

め
た
3
市
町
の
枠
組
み
が
消
滅
し
、
町
政

等
座
談
会
の
結
果
、
日
向
市
と
本

町
の
枠
組
み
で
の
合
併
協
議
会
が

10

獅
ﾉ
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。

　
市
町
村
合
併
は
、
自
治
能
力
の

向
上
、
行
政
改
革
の
一
手
段
と
し

て
、
ま
た
、
2
1
世
紀
の
新
し
い
ま

ち
づ
く
り
と
し
て
ど
う
し
て
も
避

け
て
通
れ
な
い
問
題
で
あ
り
ま
す
。

　
合
併
は
、
長
期
的
に
は
町
民
の

利
益
が
優
先
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
は
、
自
明
の
理
で
あ
り

ま
す
。
住
民
参
加
の
下
で
進
め
て

行
く
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
議

論
に
参
画
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お

遇
し
ま
す
。

「
日
向
あ
く
が
れ
」
と

　
　
牧
水
記
念
文
学
館

　
昨
年
の
暮
れ
に
は
地
域
振
興
の

拠
点
と
目
さ
れ
る
「
百
雷
露
酒
造

店
」
の
蔵
開
き
が
あ
り
、
芋
焼
酎

の
新
酒
「
日
向
あ
く
が
れ
」
が
お

披
露
目
さ
れ
ま
し
た
。

　
折
り
し
も
今
、
牧
水
生
誕
1
2

0
年
の
節
目
に
「
若
山
牧
水
記
念

文
学
館
」
が
竣
工
し
ま
す
。
牧
水

文
化
村
建
設
に
町
民
の
皆
様
の
英

知
と
創
造
力
を
結
集
し
、
新
た
な

産
業
振
興
の
ま
ち
づ
く
り
に
「
は

ず
み
」
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
年

は
酉
年
に
ち
な
み
、
町
民
の
皆
様

の
「
飛
翔
」
の
年
で
あ
り
ま
す
よ

う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新

年
の
あ
い
さ
っ
と
い
た
し
ま
す
。

議
長
新
名
敏
文

謹
ん
で
、
新
年
の
ご
祝
詞
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　
皆
様
に
は
、
お
健
や
か
に
初
春
を
お

迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
厳
し
い
内
外
の
政
治
経
済

情
勢
の
な
か
で
、
町
民
の
皆
様
方
の
町

政
に
対
す
る
暖
か
い
ご
支
援
と
御
協

力
を
賜
り
幾
多
の
問
題
を
抱
え
な
が

ら
も
住
民
と
行
政
と
の
橋
渡
し
を
す
べ

き
町
議
会
議
員
と
し
て
の
職
責
が
全

う
で
き
た
も
の
と
改
め
て
感
謝
申
し
あ

げ
ま
す
。

　
新
年
を
迎
え
本
町
の
益
々
の
御
発

展
を
期
し
て
、
清
新
の
気
が
み
な
ぎ
る

の
を
覚
え
ま
す
。

　
ご
承
知
の
と
お
り
、
昨
今
の
社
会
情

勢
の
変
化
、
地
方
行
財
政
運
営
の
複
雑

高
度
化
、
さ
ら
に
は
住
民
の
価
値
観
の

多
様
化
な
ど
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
対
応

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
が

山
積
し
て
お
り
ま
す
。

　
住
民
全
体
の
代
表
者
で
あ
る
こ
と
を

肝
に
命
じ
住
民
の
声
を
行
政
に
反
映

さ
せ
る
よ
う
努
力
す
る
覚
悟
で
ご
ざ
い

ま
す
の
で
更
な
る
ご
支
援
ご
指
導
お
賜

り
ま
す
よ
う
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す

と
集
中
豪
雨
に
始
ま
り
相
次
ぐ
台
風

そ
し
て
地
震
と
大
荒
れ
に
荒
れ
た
↓
年

で
あ
り
ま
し
た
。

　
特
に
、
台
風
1
6
号
・
1
8
号
・
2
1
号
は

本
町
に
も
多
大
な
被
害
を
も
た
ら
し

ま
し
た
。

　
被
災
者
の
皆
様
方
に
は
改
め
て
心
か

ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
本
町
に
お
き
ま
し
て
は
、
災
害
を
教

訓
に
な
お
一
層
の
自
主
防
災
の
確
立
と

速
や
か
な
災
害
復
旧
と
耳
川
河
川
改

修
工
事
の
早
期
完
成
を
図
り
安
全
で

安
心
し
て
住
め
る
町
づ
く
り
に
務
め
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
本
年
は
4
年
に
一
度
の
町

長
、
町
議
会
議
員
の
選
挙
の
年
で
町
民

の
審
判
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

し
か
も
市
町
村
合
併
と
い
う
東
郷
町
の

将
来
の
あ
る
べ
き
姿
を
決
め
る
重
要
な

問
題
を
解
決
す
る
た
め
住
民
の
意
見

を
十
分
聴
き
議
会
内
で
議
論
を
重
ね

三
月
議
会
で
は
結
論
を
出
さ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
よ
り
曲
豆
か
な
住
み
よ
い
町
づ
く
り
を

目
指
し
て
、
今
後
さ
ら
に
創
意
工
夫
を

重
ね
、
町
民
皆
様
方
の
ご
期
待
に
応
え

る
よ
う
決
意
を
新
た
に
し
て
お
り
ま
す
。

　
ど
う
か
本
年
も
相
変
わ
ら
ぬ
ご
支

援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お

願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。
結
び
に
本
年
が

皆
様
が
た
に
と
り
ま
し
て
幸
多
き
年
で

あ
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
御
祈
念
申
し
上

げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
っ
と
し
ま
す
。
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合
併
協
議
会
の
報
告

　
日
向
市
と
東
郷
町
と
の
合
併

協
議
は
、
1
0
月
2
5
日
に
協
議
会

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
が
、
現
在
、

1
、
0
0
0
項
目
に
及
ぶ
事
務
事

業
に
つ
い
て
、
両
市
町
の
職
員

に
よ
っ
て
7
専
門
部
会
・
2
4
分

科
会
で
専
門
的
な
立
場
か
ら
調
査
・

調
整
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
一
、
0
0
0
項
目
に
及
ぶ

事
務
事
業
を
①
住
民
生
活
に
関

わ
り
が
深
く
、
合
併
の
是
非
の

判
断
材
料
と
な
る
よ
う
な
最
重

要
事
項
を
A
ラ
ン
ク
、
②
助
役

等
の
レ
ベ
ル
で
調
整
可
能
な
行

政
レ
ベ
ル
で
の
事
項
を
B
ラ
ン
ク
、

③
そ
れ
ぞ
れ
の
課
長
レ
ベ
ル
で

調
整
可
能
な
行
政
レ
ベ
ル
の
事

項
を
C
ラ
ン
ク
に
分
け
ま
す
が
、

A
ラ
ン
ク
が
合
併
協
議
会
総
会

に
提
案
さ
れ
、
協
議
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
に
、
2
回
の
合
併

協
議
会
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
が
、
A
ラ
ン
ク
の
3
4
の
協
議

事
項
（
第
1
回
1
5
件
、
第
2
回
1
9

件
）
が
提
案
さ
れ
て
い
ま
す
。
な

お
、
B
・
C
ラ
ン
ク
も
総
会
に

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
H
月
2
6
日
に
提
案
さ
れ
た
1
9

件
に
つ
い
て
は
、
1
2
月
2
4
日
に

協
議
と
確
認
が
さ
れ
、
こ
の
確

認
さ
れ
た
事
項
が
、
合
併
後
の

事
務
事
業
の
基
本
と
な
り
ま
す
。

12

獅
ﾌ
総
会
で
は
、
次
の
協
議

事
項
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
方
法
で
、
来
年

1
月
ま
で
今
後
2
回
の
総
会
が

予
定
さ
れ
、
2
月
中
に
は
町
民

へ
の
説
明
会
を
開
催
し
、
　
「
合
併
」

の
是
非
を
問
う
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
い
た
し
ま
す
。

◎
第
2
回
総
会
で
提
案
さ
れ
た

　
協
議
事
項

協
議
第
1
6
号
　
財
産
及
び
債
務

の
取
扱
い
に
つ
い
て
　
（
一
部
）

協
議
第
1
7
号
慣
行
の
取
扱
い
に

つ
い
て

協
議
第
1
8
号
　
電
算
シ
ス
テ
ム
の

取
扱
い
に
つ
い
て

協
議
第
1
9
号
　
総
合
計
画
等
の
取

扱
い
に
つ
い
て

協
議
第
2
0
号
　
そ
の
他
各
種
事

務
事
業
の
取
扱
い
に
つ
い
て
　
　
・

（
企
画
財
政
分
野
の
↓
部
、
住
民

分
野
の
一
部
）

協
議
第
2
1
号
　
地
方
税
の
取
扱
い

に
つ
い
て
　
（
納
税
組
合
等
）

協
議
第
2
2
号
　
使
用
料
、
手
数

料
等
の
取
扱
い
に
つ
い
て

（
住
民
分
野
、
文
教
分
野
、
産
業

経
済
分
野
の
一
部
、
建
設
分
野

の
一
部
）

協
議
第
2
3
号
　
国
民
健
康
保
険
事

業
の
取
扱
い
に
つ
い
て

協
議
第
2
4
号
病
院
の
取
扱
い
に

つ
い
て

協
議
第
2
5
号
　
公
共
的
団
体
等
の

取
扱
い
に
つ
い
て

（
産
業
経
済
分
野
の
一
部
、
文
教

分
野
）

協
議
第
2
6
号
　
商
工
・
観
光
関
係

事
業
の
取
扱
い
に
つ
い
て

協
議
第
2
7
号
　
上
・
下
水
道
関
係

事
業
の
取
扱
い
に
つ
い
て
　
　
（
一

部
）協
議
第
2
8
号
　
建
設
関
係
事
業
の

取
扱
い
に
つ
い
て
　
　
（
一
部
）

協
議
第
2
9
号
補
助
金
、
交
付
金

等
の
取
扱
い
に
つ
い
て

（
文
教
分
野
、
住
民
分
野
、
建
設

分
野
の
一
部
、
産
業
経
済
分
野

の
一
部
）

協
議
第
3
0
号
　
学
校
教
育
関
係
事

業
の
取
扱
い
に
つ
い
て

協
議
第
3
1
号
　
幼
稚
園
の
取
扱
い

に
つ
い
て

協
議
第
3
2
号
社
会
教
育
関
係
事

業
の
取
扱
い
に
つ
い
て
　
（
一
部
）

協
議
第
3
3
号
　
社
会
体
育
関
係
事

業
の
取
扱
い
に
つ
い
て

協
議
第
3
4
号
　
文
化
財
等
の
取
扱

い
に
つ
い
て

【
合
併
に
関
す
る
問
合
せ
は
役

場
企
画
調
整
課
6
9
1
3
9
0
1

ま
で
】

ノ

「
、
『
r

愚
諭
響
魯

　
　
1
2
月
4
日
遅
土
）
、
鶴
野
内

．
の
（
株
）
富
重
要
酒
造
店
（
黒

・
木
繁
人
社
長
）
の
初
蔵
出
し
が

一
あ
り
ま
し
た
。

　
今
回
、
初
蔵
出
し
さ
れ
た
芋

焼
酎
は
「
日
向
あ
く
が
れ
」
と

、
命
名
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
命
名

．
の
由
来
は
、
若
山
牧
水
の
第
一

、
歌
集
「
海
の
声
」
の
中
の
一
首

　
「
け
ふ
も
ま
た
こ
こ
ろ
の
鉦
を

｝
う
ち
鳴
ら
し
う
ち
鳴
ら
し
つ
つ

ゴ
あ
く
が
れ
て
行
く
」
の
う
た
に

あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
神
事
の
あ
と
、
鏡
割
り
が
行

ぜ

．
し
『

わ
れ
、
出
席
者
は
早
速
こ
の
焼

酎
を
味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
午
後
か
ら
は
道
の
駅

で
「
ふ
る
ま
い
酒
」
が
あ
り
、

雨
の
中
で
は
あ
り
ま
し
た
が
多

く
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
県
下
、
4
4
番
目
の
本
格
焼
酎

蔵
と
し
て
生
ま
れ
た
（
株
）
富

乃
露
酒
造
店
は
、
地
元
に
愛
さ

れ
る
焼
酎
づ
く
り
を
目
指
さ
れ

て
お
り
、
東
郷
町
の
産
業
振
興

等
の
推
進
に
つ
な
が
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

遜陰
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H
月
1
6
日
（
火
）
に
、
東
郷
小
・

福
瀬
小
・
東
郷
中
学
校
3
校
合

同
の
研
究
公
開
が
東
郷
小
学
校
・

東
郷
中
学
校
を
会
場
に
行
わ
れ

ま
し
た
。
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興

セ
ン
タ
ー
・
宮
崎
県
・
東
郷
町

教
育
委
員
会
指
定
「
学
校
給
食

に
お
け
る
学
校
・
家
庭
・
地
域

の
連
携
推
進
事
業
」
の
取
組
み
で
、

研
究
主
題
は
「
望
ま
し
い
食
生

活
を
進
ん
で
実
践
で
き
る
児
童

生
徒
の
育
成
」
と
い
う
も
の
で

し
た
。

　
午
前
中
、
東
郷
小
学
校
で
は
、

公
開
活
動
で
「
昔
の
料
理
を
再

現
し
よ
う
」
の
発
表
（
東
郷
小
）
、

「
食
に
関
す
る
活
動
紹
介
パ
ク

パ
ク
ゲ
ー
ム
」
（
福
瀬
小
学
校
）
、

公
開
授
業
で
は
生
活
科
「
ぐ
ん

ぐ
ん
の
び
ろ
～
大
き
な
お
い
も

だ
し
ゅ
う
か
く
だ
～
」
（
東

郷
小
2
年
）
、
学
級
活
動
「
何
で

も
食
べ
よ
う
」
（
東
郷
小
3
年
）
、

総
合
的
な
学
習
の
時
間
「
東
郷

弁
当
ニ
コ
ニ
コ
亭
」
（
福
瀬
小
5
・

6
年
）
が
あ
り
ま
し
た
。

　
東
郷
中
学
校
で
は
公
開
活
動

で
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
偏

食
に
つ
い
て
～
生
徒
・
保
護
者
・

食
に
関
す
る
専
門
家
に
よ
る
討

議
～
」
、
総
合
的
な
学
習
の
時

間
で
、
　
「
食
と
○
○
」
の
テ
ー

マ
で
、
健
康
、
郷
土
、
国
際
理
解
、

運
動
、
環
境
、
生
産
の
6
コ
ー

ス
全
学
年
縦
割
り
の
授
業
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
午
後
か
ら
は
、

高
山
耕
吉
県
教
育
長
を
は
じ
め

多
く
の
来
賓
の
方
々
を
迎
え
東

郷
小
学
校
で
全
体
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
開
会
行
事
の
後
、

研
究
の
概
要
、
研
究
組
織
の
3

つ
の
班
の
発
表
に
続
い
て
東
郷

小
家
庭
教
育
学
級
長
の
那
須
な

お
み
さ
ん
の
発
表
、
町
学
校
給

食
共
同
調
理
場
副
所
長
の
仁
田

優
子
さ
ん
の
発
表
、
町
管
理
栄

養
士
三
原
真
琴
さ
ん
の
発
表
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
研
究

協
議
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、
児
童
生
徒

の
活
動
や
授
業
態
度
に
つ
い
て

の
賞
賛
の
声
や
授
業
や
活
動
の

指
導
方
法
の
工
夫
に
つ
い
て
好

評
を
得
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の

公
開
に
つ
い
て
の
P
T
A
や
地

域
の
方
々
の
協
力
に
大
変
感
心

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

≡’

≡
「
」
・…「；

＝

一
＝

≡1＝

へ
　
　
糎

　
　
　
　
．
寓

　
1
1
月
2
0
日
目
土
）
、
県

立
芸
術
劇
場
コ
ン
サ
ー
ト

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
第

10

�
{
日
音
楽
コ
ン
ク
ー

ル
の
本
選
、
ピ
ア
ノ
部
門

に
お
い
て
、
鶴
野
内
の
矢

野
敬
将
君
（
東
郷
小
4
年
）

が
最
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し

た
。
ピ
ア
ノ
部
門
は
、
8

月
置
予
選
を
通
過
し
た
7
9

人
が
出
場
し
、
最
優
秀
賞

8
人
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
矢
野
君
は
4
歳
か
ら
ピ

ア
ノ
を
習
い
始
め
、
初
出

場
で
の
栄
冠
に
た
い
へ
ん

喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
行
わ
れ
た
、

平
成
1
6
年
度
全
国
中
学
生

人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
宮

崎
県
大
会
に
お
い
て
、
福

瀬
の
椎
葉
香
さ
ん
（
東
郷

中
3
年
目
が
、
日
向
協
議

会
奨
励
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。　
「
み
ん
な
と
違
う
か
ら
」

と
題
し
た
作
文
は
、
自
分

の
経
験
か
ら
人
権
（
差
別
）

に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
、

こ
の
作
文
を
書
く
機
会
を

得
た
こ
と
で
、
改
め
て
差

別
を
し
て
な
い
か
考
え
、

す
べ
て
の
人
た
ち
が
幸
せ

に
な
る
た
め
に
差
別
を
な

く
す
努
力
を
し
た
い
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
先
日
、
人
権
擁
護
委
員

か
ら
賞
状
が
伝
達
さ
れ
ま

し
た
。

91●畳鵬●●i韮琶躍禰匪騙得醸
…面

．

曹
＝≡一

＝
艦

●
……器厘聾5

⑤国華諭

脳温舗
亀
．
蝶
．

綴

　
1
2
月
6
日
（
月
）
東
郷

中
学
校
体
育
館
で
全
校
生

徒
を
対
象
に
、
高
齢
者
擬

似
体
験
・
訪
問
入
浴
車
体

験
学
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

生
徒
達
は
高
齢
に
伴
う
体

の
変
化
を
体
験
す
る
た
め

の
装
里
下
を
つ
け
自
分
自
身

の
体
で
感
じ
た
こ
と
、
訪

問
入
浴
車
や
そ
の
入
浴
の

流
れ
の
見
学
を
通
し
て
、

「
こ
れ
か
ら
は
高
齢
者
の

方
々
の
立
場
に
た
っ
て
接

し
、
自
分
た
ち
に
も
で
き

る
手
助
け
を
行
っ
て
い
き

た
い
」
と
感
想
を
述
べ
て

い
ま
し
た
。

　
1
1
月
2
5
日
（
木
）
町
総

合
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
東
郷
町

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
主
催

に
よ
る
第
6
回
チ
ャ
リ
テ

ィ
ー
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
町
内

16

`
ー
ム
、
約
1
0
0
名

の
選
手
が
出
場
し
、
迫
野

内
C
チ
ー
ム
が
優
勝
し
ま

し
た
。
こ
の
大
会
で
得
た

収
益
金
は
宮
崎
県
共
同
募

金
会
及
び
新
潟
中
越
地
震

義
援
金
と
し
て
寄
付
を
い

た
し
ま
し
た
。

【
成
績
】

優
　
勝
　
迫
野
内
C
チ
ー
ム

準
優
勝
　
寺
迫
A
チ
ー
ム

3
　
立
　
寺
迫
B
チ
ー
ム

メ
妥

藝蒙

　
1
2
月
1
2
日
（
日
）
牧
水
の

里
の
秋
祭
り
行
事
の
一
環
と

し
て
、
第
3
0
回
東
郷
町
少
年

剣
道
大
会
が
町
中
央
公
民
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
会

に
は
日
向
市
、
門
川
町
、
諸

塚
村
、
椎
葉
村
か
ら
も
参
加

が
あ
り
約
1
7
0
名
が
日
頃

の
技
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　
町
内
の
入
賞
者
は
次
の
と

お
り
で
す
。

＊
個
人
戦

小
学
2
年
生
の
部

準
優
勝
　
上
田
沙
紀
（
冠
月

館
）小
学
3
年
生
の
流

感
3
位
斧
俊
吾
（
冠
月

館
）小
学
5
年
生
の
部

優
　
勝
　
三
浦
俊
希
（
冠
月

館
）第
3
位
　
海
野
千
佳
（
冠
月

館
）中
学
生
女
子
の
紫

雲
優
勝
　
山
本
幸
恵
（
冠
月

館
）＊
団
体
戦

小
学
生
の
部

第
3
位
　
冠
月
館

中
学
生
の
部

準
優
勝
　
東
郷
剣
友
会

▲9

　
今
年
で
5
回
目
と
な
る

牧
水
杯
中
学
校
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
大
会
が
、
1
1
月
2
1
日

（
日
）
牧
水
公
園
テ
ニ
ス
場

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大

会
に
は
東
臼
杵
郡
南
部
地

区
中
学
校
を
は
じ
め
、
平

成
1
6
年
度
宮
崎
県
中
学
校

秋
季
ス
ポ
ー
ツ
大
会
予
選

で
、
東
臼
杵
郡
北
部
、
日

向
地
区
、
延
岡
地
区
で
そ

れ
ぞ
れ
優
勝
ま
た
は
準
優

勝
し
た
男
女
1
2
チ
ー
ム
が

参
加
し
、
熱
戦
を
繰
り
広

げ
ま
し
た
。

　
男
子
の
部
で
は
優
勝
、

坪
谷
中
学
校
、
準
優
勝
、

北
浦
中
学
校
、
女
子
の
部

で
は
、
優
勝
　
大
王
谷
中

学
校
、
準
優
勝
　
土
々
呂

中
学
校
と
い
う
成
績
で
し

た
。
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膿銭．］
●

　
　
　
ボ、
第
9
回
若
山
牧
水
輿

　　

@
受
甥
者
が
議
定
b
ま
O
た

　
　
　
主
催
：
若
山
牧
水
賞
運
営
委
員
会

　
　
　
　
（
宮
崎
県
・
宮
崎
県
教
育
委
員
会
・
宮
崎
日
日
新
聞
社
・
．
嘩

　
　
　
　
東
郷
町
・
延
岡
市
で
構
成
）

拳
．

氏
一
　
発
行
所
／
短
歌
研
究

米川千嘉子

□
受
賞
者
　
米
川
千
嘉
子
（
よ
．
．

ね
か
わ
ち
か
こ
）
　
　
・

（
歌
人
・
岐
阜
県
筑
波
郡
轡
和

原
村
在
住
）
　
　
　
．
鱗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ず

■
受
賞
作
品

　
歌
集
．
「
滝
と
流
星
」

、
社
．

　
　
発
行
年
月
、
日
／
平
成

　
1
6
年
8
月
1
0
日

　
受
賞
作
か
ら

　
聰
息
子
の
白
い
お
尻
も

　
も
う
す
ぐ
見
な
く
な
る

　
洋
服
を
き
た
母
と
子
に

　
な
る

　
■
ぼ
た
ん
雪
　
天
下
の

　
子
の
ク
ロ
ー
ン
が
生
ま

　
れ
た
ら
な
ほ
悲
し
む
よ

　
　
ご
う
が
し
や

　
■
恒
河
沙
の
無
数
の
臓

　
　
　
　
　
　
い
っ
し
ん

と
け
．
絶
対
の
’
神
あ
り
ぜ

　
　
謡
人
は
苦
喜

　
　
㌔
　
o
神
宮
の
銀
杏
は

　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
と
ひ

　
　
　
げ
臨
く
散
る
一
日

　
　
　
若
者
も
い
ま
散
る

　
祉
　
や
う
に
見
ゆ

　
熾
　
懸
　
　
　
　
米
川
さ
ん
は
、

　
　
　
千
葉
県
生
ま
れ
で

ぎ　
　
　
現
在
4
5
歳
。
　
「
夏

樫
の
素
描
」
5
0
首
に
よ
り
第
3
1

回
角
川
短
歌
賞
受
賞
、
歌
集
「
夏

の
擢
」
に
よ
り
、
第
3
3
回
現
代

歌
人
協
会
賞
受
賞
、
歌
集
「
一
夏
」

で
第
4
回
河
野
愛
子
賞
を
受
賞

さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
は
「
か

り
ん
」
短
歌
会
に
所
属
し
、
作

歌
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
歌
集
「
滝
と
流
星
」
は
2
0

0
1
年
春
か
ら
の
3
年
間
の
作

品
4
0
9
首
を
収
め
た
第
五
歌

集
で
す
。

　
『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
同
時
多
発
テ

ロ
を
は
じ
め
と
し
て
、
こ
の
3

年
間
、
じ
つ
に
た
く
さ
ん
の
内

外
の
ニ
ュ
ー
ス
が
続
き
ま
し
た
。

そ
れ
ら
の
多
く
は
、
現
代
が
生

命
や
正
義
や
宗
教
や
進
歩
に
つ

い
て
の
2
0
世
紀
的
な
秩
序
や
価

値
観
か
ら
大
き
く
離
れ
つ
つ
あ
る

こ
と
を
痛
感
さ
せ
る
も
の
で
す
。

同
じ
時
期
、
息
子
の
成
長
は
大

き
な
楽
し
み
で
し
た
が
、
そ
れ

だ
け
に
い
っ
そ
う
こ
う
し
た
時

代
に
育
っ
て
ゆ
く
彼
ら
の
未
来

へ
の
不
安
も
、
つ
ね
に
日
常
の

す
み
ず
み
に
沁
み
て
い
る
よ
う

に
思
わ
れ
ま
し
た
。
　
（
本
書
あ

と
が
き
よ
り
）
』

　
子
育
て
を
は
じ
め
と
す
る
日

常
か
ら
混
迷
す
る
世
界
情
勢
を

鋭
い
感
性
と
深
い
洞
察
力
で
詠

い
込
ん
で
い
ま
す
。

　
授
賞
式
は
平
成
1
7
年
1
月
2
8

日
（
金
）
午
後
2
時
か
ら
宮
崎

観
光
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
、
あ
わ

せ
て
馬
場
あ
き
子
さ
ん
（
歌
人
、

若
山
牧
水
賞
選
考
委
員
）
の
記

念
講
演
会
も
行
わ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
受
賞
者
の
米
川
千
嘉

子
さ
ん
に
よ
る
受
賞
記
念
講
演

会
が
1
月
2
9
日
（
土
）
午
後
2

時
か
ら
東
郷
町
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
受
賞
記
念
講
演
会
に
出
席
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
教
育
委
員

会
文
化
振
興
係
に
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

《
若
山
牧
水
賞
と
は
》

　
人
間
や
自
然
へ
の
あ
ふ
れ
る

想
い
を
歌
い
、
日
本
の
短
歌
史

に
偉
大
な
足
跡
を
残
し
た
国
民

的
な
歌
人
「
若
山
牧
水
」
の
業

績
を
永
く
顕
彰
す
る
た
め
に
設

け
ら
れ
た
も
の
で
す
。
選
考
を

行
う
年
の
前
年
1
0
月
1
日
か
ら

当
年
の
9
月
3
0
日
ま
で
に
刊
行

さ
れ
た
歌
集
及
び
若
由
牧
水
論

の
著
者
の
申
か
ち
、
こ
れ
ま
で

の
実
績
を
参
考
に
し
、
短
歌
文

学
の
分
野
で
傑
出
し
た
功
績
を

挙
げ
た
者
に
贈
ら
れ
ま
す
。

短
歌
尾
鈴
短
歌
会

老
い
ゆ
け
ば
老
い
ゆ
く
ほ
ど
に
日
々
速
く

釣
瓶
落
と
し
に
夕
陽
の
沈
む

　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
映
一

月
々
に
載
る
広
報
の
死
亡
欄
年
齢
若
き
人

ら
の
ふ
え
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
ピ
サ

会
場
が
講
師
の
話
に
沸
く
し
ば
し
聞
き
取

れ
ぬ
話
に
心
い
ら
だ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
東
村
吉
市

一
度
な
り
し
八
十
三
才
の
母
と
の
旅
伊
香

保
は
紅
葉
美
し
か
り
き

　
　
　
　
　
　
　
　
若
藤
美
智
子

福
祉
機
器
の
リ
ー
ス
を
受
け
て
使
ふ
日
々

妻
の
表
情
優
し
く
な
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
本
多
茂
雄

頬
か
む
り
外
す
仕
草
の
遠
き
人
見
つ
つ
我

も
会
釈
を
返
す

　
　
　
　
　
　
　
　
三
浦
園
男

弟
の
形
見
と
な
り
て
残
る
帽
子
八
十
路
の

　
　
　
つ
つ
が

日
々
を
吾
が
慈
無
し

　
　
　
　
　
　
　
　
橋
口
忠
孝

小
春
日
の
丘
に
ギ
タ
ー
の
音
流
れ
き
て
若

き
日
影
ふ
湯
の
町
エ
レ
ジ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
寺
原
八
重
子

野
菜
難
漸
く
消
え
し
夕
餉
の
膳
町
に
住
む

子
に
明
日
は
送
ら
む

　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
キ
ヌ
子

三
年
ご
と
の
同
窓
会
を
始
め
た
る
亡
き
友

を
思
ふ
師
走
近
づ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
小
山
貞
代

中
越
を
襲
ひ
し
地
震
の
跡
し
る
き
山
の
出

水
は
鯉
ら
を
襲
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
岩
木
幸
美

新
潟
の
地
震
で
壊
れ
し
家
の
庭
山
茶
花
の

花
可
憐
に
映
る

　
　
　
　
　
　
　
　
岩
木
富
子

秋
風
に
花
の
黄
色
き
泡
立
草
時
化
の
過
ぎ

た
る
畑
を
彩
る

　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
秋
男

機
織
り
の
音
思
ひ
出
す
小
千
谷
縮
笑
顔
の

人
の
名
前
忘
れ
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
鈴
子

磯
近
き
都
井
の
岬
に
近
く
住
む
君
は
島
の

猿
を
嘆
き
ぬ
　
　
　
　
　
　
高
野
美
智
雄

■
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第
4
回
若
山
牧
水
全
国
こ
ど
も
短
歌
ま
つ
り

▲

国

　
全
国
の
小
中
学
生
を
対
象
に

実
施
し
た
第
4
回
若
山
牧
水
全

国
こ
ど
も
短
歌
ま
つ
り
「
全
国

こ
ど
も
短
歌
コ
ン
ク
ー
ル
」
の

受
賞
者
が
決
定
し
、
1
2
月
3
日

に
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
で
4
回
目
の
コ
ン
ク
ー

ル
で
す
が
、
今
年
も
全
国
3
0
都

道
府
県
2
1
5
校
の
小
中
学
校

及
び
個
人
か
ら
4
、
2
8
7
首

の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
い
ず

れ
も
感
性
豊
か
な
瑞
々
し
い
作

口叩

ﾎ
か
り
で
し
た
。

　
最
優
秀
賞
、
優
秀
賞
及
び
入

選
は
次
の
と
お
り
で
す
。
　
（
入

選
は
町
内
の
児
童
・
生
徒
の
み

掲
載
）

《
小
学
生
の
部
》

■
最
優
秀
賞

【
永
田
和
宏
　
選
】

母
さ
ん
が
お
し
ゃ
れ
す
る
と
き

は
き
ゅ
う
く
つ
な
ス
カ
ー
ト
は

い
て
苦
し
そ
う
に
す
る

　
本
郷
道
恵
（
都
城
市
　
3
年
）

【
小
島
ゆ
か
り
　
選
】

つ
ぼ
や
川
大
き
な
石
を
こ
え
て
い

た
魚
も
い
た
よ
き
れ
い
な
水
に

　
西
村
友
里
（
佐
土
原
町
　
3
年
）

【
伊
藤
一
彦
　
選
】

さ
あ
来
い
と
さ
け
ん
で
い
る
が

本
心
は
ボ
ー
ル
よ
来
る
な
野
球

の
守
り

　
江
藤
慶
太
（
高
鍋
町
　
5
年
）

■
7

跡

自

7
＝

▼含

亨

■
優
秀
賞

【
永
田
和
宏
　
選
】

4
コ
ー
ス
川
南
小
河
野
希
依
泳

ぐ
前
の
き
ん
ち
ょ
う
高
ま
る
！

　
河
野
希
依
（
川
南
町
　
6
年
）

生
ま
れ
た
よ
一
番
下
の
妹
だ
小

さ
な
指
を
つ
ま
ん
で
あ
そ
ぶ

　
酒
匂
麻
后
（
野
尻
町
　
2
年
）

【
小
島
ゆ
か
り
　
選
】

ち
ょ
う
ち
ん
の
ゆ
れ
る
あ
か
り

を
い
つ
ま
で
も
み
ん
な
で
み
て

た
お
む
か
え
の
盆

　
緒
方
希
恵
（
熊
本
県
荒
尾
市

3
年
）一
本
松
ぼ
く
の
勇
気
が
た
め
さ

れ
る
飛
び
こ
む
ま
で
の
長
い
し

ゅ
ん
間

　
橋
口
雄
貴
（
函
迫
小
　
4
年
）

【
伊
藤
一
彦
　
選
】

こ
く
ご
で
ね
か
ん
じ
の
は
な
し

よ
ん
だ
ん
だ
山
の
か
ん
じ
が
と

て
も
だ
い
す
き

　
黒
木
竜
彰
（
福
瀬
小
　
1
年
）

こ
の
空
は
パ
レ
ッ
ト
に
な
い
色

が
あ
る
き
れ
い
な
空
と
み
ん
な
・

つ
ぶ
や
く

　
合
原
稚
紘
（
野
尻
町
　
6
年
）

■
入
　
選

し
か
の
つ
の
す
る
ど
く
と
が
っ

て
ピ
ッ
カ
ピ
カ
ほ
う
せ
き
み
た

い
五
万
で
売
れ
そ
う

　
橋
口
倭
人
（
寺
迫
小
　
2
年
）

ば
あ
ち
ゃ
ん
の
す
ご
い
応
援
は

ず
か
し
い
で
も
何
で
か
な
毎
年

楽
し
み

　
黒
木
愛
梨
奈
（
書
影
小
　
4
年
）

桜
の
木
花
が
終
わ
っ
て
葉
が
出

た
よ
大
き
く
の
び
し
て
木
か
げ

を
作
る

　
牧
野
菜
美
（
美
嚢
小
　
6
年
）

あ
さ
が
お
の
は
な
が
さ
い
た
よ

う
れ
し
か
っ
た
き
れ
い
に
さ
い

た
す
い
し
ゃ
み
た
い
だ

　
伊
東
大
輝
（
東
郷
小
　
1
年
）

ひ
が
ん
花
赤
白
黄
色
ま
っ
す
ぐ

に
さ
い
て
私
に
秋
だ
と
言
っ
た

　
甲
斐
汐
里
（
東
郷
小
　
4
年
）

ゆ
う
び
ん
で
な
し
が
と
ど
い
た

お
い
し
そ
う
い
ま
に
も
食
べ
た

い
ま
ん
ま
る
し
て
る

　
三
浦
　
梢
（
東
郷
小
　
4
年
）

水
泳
で
も
ぐ
っ
て
み
た
よ
水
の

中
み
ん
な
の
足
が
海
草
み
た
い

　
岩
見
　
篤
（
東
郷
小
　
4
年
）

木
の
上
を
ど
ん
ど
ん
あ
る
く
カ

ブ
ト
ム
シ
お
な
か
す
い
た
ら
み

つ
の
き
ゅ
う
し
ょ
く

　
高
橋
海
斗
（
福
瀬
小
　
1
年
）

ニ
ワ
ト
リ
が
た
ま
ご
を
う
ん
で

な
い
て
い
た
が
ん
ば
っ
た
こ
と

い
い
た
い
の
か
な

　
黒
木
麻
美
（
福
瀬
小
　
1
年
）

ふ
じ
山
は
大
き
な
大
き
な
か
き

氷
下
の
方
に
は
青
い
シ
ロ
ッ
プ

　
岩
田
雄
大
（
福
壷
中
　
4
年
）

う
ち
の
犬
前
を
通
る
と
じ
っ
と
見

る
私
も
見
つ
め
る
夕
日
の
前
で

　
川
村
瑞
季
（
福
池
小
　
4
年
）

雲
や
鳥
青
空
一
面
海
の
中
佐
世
保

の
ば
あ
ち
ゃ
ん
う
つ
っ
て
み
え
た

　
直
野
由
美
（
直
直
小
　
6
年
）

ひ
が
ん
花
が
赤
だ
ん
の
み
か
た

だ
う
れ
し
い
な
も
っ
と
も
っ
と

赤
が
ふ
え
ろ

　
矢
野
夏
希
（
坪
谷
小
　
2
年
）

赤
と
ん
ぼ
つ
か
ま
え
た
ん
だ
で

も
に
げ
た
ま
た
つ
か
ま
え
る
に

が
さ
な
い
よ

　
那
須
岳
斗
（
坪
谷
小
　
2
年
）

こ
の
ご
ろ
は
友
だ
ち
い
っ
ぱ
い

で
き
る
ん
だ
話
し
か
け
た
ら
も

う
友
だ
ち
だ

　
結
城
　
誉
（
坪
谷
小
　
3
年
）

う
れ
し
い
な
3
㎝
伸
び
た
身
長

が
ま
だ
ま
だ
伸
び
て
欲
ば
り
な

わ
た
し

　
水
野
あ
ゆ
み
（
坪
谷
小
　
6
年
）

《
中
学
生
の
部
》

■
最
優
秀
賞

【
永
田
和
宏
　
選
】

「
好
き
で
す
」
と
言
え
た
の
は

夕
暮
れ
が
私
の
背
中
押
し
て
く

れ
た
か
ら

　
井
手
綾
美
（
日
南
市
　
2
年
）

【
小
島
ゆ
か
り
　
選
】

海
の
中
み
つ
め
て
い
る
と
ど
ん
ど

ん
と
魚
が
見
え
る
目
は
光
だ
ね

　
前
田
翔
大
（
日
南
市
　
1
年
）

【
伊
藤
一
彦
　
選
】

た
ま
ね
ぎ
を
初
め
て
切
っ
た
時

の
よ
に
テ
ィ
シ
ュ
を
手
に
取
り

か
く
す
よ
涙

　
佐
藤
美
沙
希
（
日
之
影
町
2
年
）

■
優
秀
賞

【
永
田
和
宏
　
選
】

悔
し
い
と
握
っ
た
て
の
ひ
ら
爪
の

四
二
は
う
ま
く
笑
え
た
だ
ろ
う
か

　
坂
元
直
川
（
都
城
市
　
3
年
）

6
人
で
さ
わ
ぎ
ま
く
っ
た
こ
の

ク
ラ
ス
い
ご
こ
ち
良
か
っ
た
教

室
の
す
み

　
黒
木
恵
梨
（
門
川
町
　
2
年
）

【
小
島
ゆ
か
り
　
選
】

五
月
雨
の
垂
れ
た
し
ず
く
に
日
が

当
た
る
牡
丹
の
花
は
朝
日
の
よ
う

　
長
田
達
郎
（
静
岡
県
裾
野
市
2
年
）

今
は
無
き
ど
ん
ぐ
り
の
木
の
下

に
居
て
こ
っ
ち
を
見
て
い
る
幼

い
わ
た
し

　
上
田
　
綾
（
北
方
町
　
3
年
）

【
伊
藤
一
彦
　
選
】

劣
等
感
我
が
兄
二
人
に
抱
き
つ
つ

今
年
も
待
っ
て
る
兄
達
の
帰
り

　
川
越
　
麗
（
都
城
市
　
2
年
）

眠
い
時
眠
た
く
な
れ
ば
眠
っ
ち
ゃ

お
イ
ケ
ナ
イ
私
の
授
業
変
格
活
用

　
川
平
涼
子
（
宮
崎
市
　
3
年
）

■
入
　
選

夏
休
み
小
学
校
は
高
速
で
中
学

校
は
音
速
だ
っ
た

　
漬
辺
航
平
（
坪
谷
中
　
2
年
）

台
風
で
ひ
ま
な
1
日
過
ご
し
た

ら
初
め
て
学
校
恋
し
く
思
え
た

　
椎
葉
悠
平
（
東
郷
中
　
3
年
）

汗
落
ち
る
タ
オ
ル
を
手
に
取
り
水
を

飲
み
も
う
一
仕
事
と
言
う
父
と
母

　
宇
都
宮
門
（
美
々
津
中
　
2
年
）

風
切
っ
て
オ
ー
ル
手
に
す
る
擢

伝
馬
か
け
声
合
わ
せ
て
オ
ー
オ

オ
エ
ン
ヤ

　
溝
口
　
卓
（
美
々
津
中
　
2
年
）

夏
に
な
り
目
を
つ
ぶ
れ
ば
せ
み

の
声
夢
に
も
出
て
く
る
た
く
さ

ん
の
せ
み

　
黒
木
知
代
（
美
々
津
中
　
2
年
）
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　東郷町国保の1人当たり医療費が県内で1番高く、このまま医療費が増大して
いくと保険税も年々引き上げざるを得ないので、医療費の高騰を阻止すべく、
まずは東郷町の状況を知ってもらい、健康について考えてもらおうと始めました。

　特に、健康に関心が薄いが病気を発症し始める40～50歳代も多く参加がある
ように、組合単位で行いました。

四重医療に関する話は、楽しくみんなで考えられるように人形劇をする

ことになりました。劇は、15分で3話にまとめています。右の図は劇の1場面で
す。

　「これは話を聞くばっかりよりわかりやすいし、もっとみんなに知ってもら
いたい」という声が多く聞かれたため、今年のいきいき健康まつりで実写版で
することになり“すこやか劇場”として行いました。

　　　　　福瀬区r医療・健康講話と座談会」を開催！！
　昨年、田野区で開催した「医療・健康講話と座談会」に引き続き、今年は福二区の長渡教男区長からの提案で、福
瀬の各組合11ヶ所で行いました。

　7月の出口集会所に始まり12月までの6ヶ月に渡り、夜間にスタッフ4名（医師、保健師、栄養士、国保係）で福瀬
の各組合をまわり、158名の福瀬のみなさんと話しをすることが出来ました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　人形劇＝フクフクちゃん劇場

1’蒔　：・・　崖　　　　健康講話では、東郷町立国保病院の崎濱正人院長が全

会場で「高血圧」をテーマに生活習慣で気をつけることや健康づくりについて
話をしました。

　講話の最中からその都度疑問に思ったことを聞くなど、国論院長と対話形式
のように会は進み、盛り上がりました。座談会でも、日頃気になっていること
や医療・保険税のことなど質問が出たり、幅広い内容の意見交換が出来ました。

●人形劇作成に協力した方々●

人形作成

・福瀬区サロン～たのしも会、一二三会

風景画
・坪谷区サロン～いっちえみろ会

テープ作成（声の吹き込み）

・すこやか東郷をつくろう会～医療部会

・カナリア会

参加者からの声

「堅い話かな…と来る前は行く

か迷ってたけど、来て良かったわ。」

「どんな会かわからんで来たけど、

楽しかったから良かった。」などなど

開催後まちでは…

「かかりつけ医を決めたよU

「お薬手帳を先生に見せるよう

にしてるよUなどの声を聞くよ

うになりました。

1月の行事予定表

簿1

長渡区長さんからひと三

つぎは、「男の料理教室」をやるよU

おもしろいっちゃが、集まらんね！？

（情報交換の場をつくって、地域

のつながりを大切にしていきた

いと思っています。）

1月地区巡回健康相談
期　日　　　場　　　所　　　　受付時間 お近くの健康相談をご利用ください。

燉e：血圧・体重測定、尿検査、相談、指導
@　老人保健手帳をご持参ください。育児サークルちびちびCLUB

18日（火）や　す　ら　ぎ　館　　10：00～12：00
期　日 会　　　場 受付時間

リハビリ教室
20日（木）シルバーセンター　10：00～10：10 瀬平海野菅也様宅 9：30～10：00

14日（金）

赤ちゃん健康相談（生後4～12か月児） 多武ノ木組合長宅 13：30～14：00

12日目水）や　す　ら　ぎ　館　9：30～10：00 市谷川崎集落センター 9：30～10：00
19日（水）

さくらんぽの会
27日（木）や　す　ら　ぎ　館　　　10：00

坪谷地区多目的集会施設 13：30～14：00

1人当たり医療費（平成16年3月～平成16年7月）単位，円
21日（金） 赤井笠営農研修センター 9：30～10：00

東　郷　町 25日（火）
児　洗　公　民　館 9：30～10：00

市町村平均
1人当たり医療費1順位 下渡川公民館 13：30～14：00

一般 104，072　19 90，000
26日（水）

越表地区生活改善センター 9：30～10：00

退職 135，513　：32 145，692 山山中水流山会所 13：30～14：00

老　健 351，381　11 315，548
28日（金）

仲陽地区集落センター 9：30～10：00

合　計 186，603　11 158，013 野々　崎集会所 13：30～14：00

望
や
す
ら
ぎ
館

倉
6
9
1
3
3
6
7

冨・ @●　　“　． ” 。．騒＝ c　　．　騒
…　　　　　　　　＝　　鍔

‘

岩
本
義
信
さ
ん
（
福
瀬
）

担
当
地
区
　
上
村
・
下
村
・
広
瀬
・
鳥
川
・
日
田
尾
・

鵜
戸
木
　
　
　
　
　
　
盈
6
9
1
2
3
6
6

謂
塗．
嚢
．
◎
任再

一露．

罰
ぬ
泪
さ
ん
（
小
野
田
）

又
江
野
・
住
宅

君
6
9
1
2
0
2
ー

ド
L
7
　
…

　きはミ
慰

導
蘇レ

再　任

井
上
敬

担
当
地
区
　
”

池
田
八
千
代
さ
ん
（
八
重
原
）

担
当
地
区
　
八
重
原
全
域

　
　
　
　
　
　
君
6
9
1
3
3
1
2

寺
原
洋
子
さ
ん
（
坪
谷
）

担
当
地
区
　
石
原
・
本
村
・
赤
井
笠
・
上
野
原

　
　
　
　
　
　
雪
6
9
1
7
4
2
5

撫
蓬~

任新

　蒙§

再　任

海
野
悦
子
さ
ん
（
越
表
）

担
当
地
区
　
町
内
全
域

　
　
　
　
　
　
費
6
9
1
7
2
0
6

再　任

鴫
撫　　寧

再　任

黒
木
國
代
さ
ん
（
寺
迫
）

担
当
地
区
　
吉
牟
田
・
庭
田
・
長
崎

　
　
　
　
　
　
君
5
8
1
1
9
0
9

都
甲
幸
之
さ
ん
（
小
野
田
）

担
当
地
区
　
小
野
田
・
大
谷

　
　
　
　
　
　
君
6
9
1
3
4
3
5

木
村
平
秋
さ
ん
（
迫
野
内
）

担
当
地
区
　
迫
野
内
全
域

　
　
　
　
　
含
6
9
1
3
0
3
1

　
　
　
、
－
一
』
7

膿
、
爵
。
審
任

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
再

若
杉
昌
子
さ
ん
（
仲
深
）

担
当
地
区
　
仲
深
全
域

　
　
　
　
盈
6
9
1
2
7
3
6任再

主
任
児
童
委
員

長
渡
耕
二
さ
ん
（
用
瀬
）

担
当
地
区
　
町
内
全
域

　
　
　
　
　
　
君
6
9
1
2
3
1
3任再

再　任

＿獣

新　任

遜
疑

新　任

轟
嵐

、零．

再　任

田
代
榮
　
さ
ん
（
寺
迫
）

担
当
地
区
　
寺
迫
・
山
ノ
ロ
・
落
鹿
・
中
尾

　
　
　
　
　
　
　
君
5
8
－
0
8
8
0

小
林
秋
子
さ
ん
（
早
瀬
）

担
当
地
区
　
中
野
原
・
出
口

　
　
　
　
　
費
6
9
1
2
2
9
1

中
森
美
智
代
さ
ん
（
鶴
野
内

担
当
地
区
　
下
村
・
大
工
野
・
沢

潟
・
住
宅
　
　
　
君
6
9
1
2
5
7
6

翻

奈
須
光
子
さ
ん
（
羽
坂
）

担
当
地
区
　
羽
坂
全
域

　
　
　
　
　
　
倉
6
9
1
2
5
5
1

新　任

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
改
選

　
今
年
は
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
一
斉
改
選
の
年
で
す
。

　
平
成
1
6
年
1
2
月
1
日
付
け
で
、
鶴
野
内
の
1
名
増
員
を
含
め
、
1
8
名
の

方
々
が
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
ま
し
た
。

　
お
困
り
の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
今
回
退
任
さ
れ
た
、
糸
平
節
子
さ
ん
（
野
瀬
）
、
福
良
俊
美
さ
ん

（
小
野
田
）
、
黒
木
ヒ
デ
子
さ
ん
（
田
野
）
、
寺
原
千
里
さ
ん
（
坪
谷
）
、
河
野
明

展
さ
ん
（
越
表
）
に
対
し
て
は
、
感
謝
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

峯騒
　　

塗
、
ミ
農
陰

再　任

餐．

も瀧

新　任

菊
池
祥
子
さ
ん
（
鶴
野
内

担
当
地
区
　
前
田
・
中
水
流
・
中

山
・
山
内
　
　
君
6
9
1
2
0
5
5

山
里
市
子
さ
ん
（
越
表
）

担
当
地
区
　
越
表
・
下
渡
川
全
域

　
　
　
　
　
　
君
6
9
1
7
2
3
5

　　雨

雪野子

黒
田
由

担
当
地
区

子
さ
ん
（
田
野
）

田
野
全
域

實
6
9
1
2
6
9
1

三
浦
　
功
さ
ん
（
坪
谷
）

担
当
地
区
　
仲
崎
・
玄
武
ノ
木
∴
谷
原
・

市
谷
川
崎
・
瀬
平
　
8
6
9
－
7
4
3
7

　
　
　
　
　
　
レ

無
妻
監

～
．

任閉

路・・r　＝＝・噛　　塁≡
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　　あけましておめでとうございます。皆さんは、冬の寒さに負け

　ずにお正月を過ごしていますか？私は今年、中国でお正月を過ご

　す予定です。久しぶりに大学の友達に会うのはとても楽しみにし

　ていますが、北京でのクリスマスやお正月はいつもと違う雰囲気

　になるでしょう。

　　年末には．東郷町のイルミネーションはとてもきれいで、夕方

　の街並みはアメリカのおばあちゃんが住んでいるところにちょっ

　と似ていました。町の多くの家やビジネス街などがクリスマスラ

　イトで飾られて、夜間に、町中が照らされました。クリスマスは

　イエス・ギリストの生れを示し、主要なキリスト教の祝日であり、

　従って私は本町の装飾、そして宮崎県内でのクリスマス活動の範

　囲の広さに驚きました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6歳の頃のサラさん

　　先月、北方町の国際交流事業で、クリスマス・パーティーの手伝いをしてきました。参力口した町

　の子供たちに「今年はサンタさんにプレゼントを貰うの？」と尋ねてみたら、ほとんどの子供たち

　が手を上げて「は～い！」と元気よく返事しました。プレゼント以外に、外食をする家族もクリス

　マスケーキを食べる家族もいるようです。　「クリスマスケーキ」というのは、来日する前には聞い

　たことがありませんでした。

　　本町の幼稚園、小学校、そして中学校でも、クリスマスの手芸や歌を紹介しました。幼稚園で園

　児たちがサンタさんへ手紙を書きました。私は小さいころから毎年、サンタさんに貰いたい物のリ

　ストを作って、クッキーと牛乳を一緒にテーブルの上に置きました。クリスマスの日に目が覚めた

　ら、クリスマスツリーの下にプレゼントがたくさん置いてあったし、クッキーが誰かに（サンタさ

　んに？）食べられてしまいました。

　　アメリカでは、集団でクリスマスの歌を歌いながら、近所を廻っていく習慣があります。これは

　　「キャロリング」といいます。冬の夜はとても寒いので、近所の人たちにホットココアや林檎酒な

　どを飲ませてもらうこともよくあります。私は上手く歌えませんが、昔の歌を覚えるのに、そして

　隣の人たちと仲良くなることができるキャロリングはとってもいいと思います。

つ　いろんな楽しみ方がありますよね。皆さんもクリスマスを楽しんだことでしょう。

（：ン

（（
㌦
．

　
　
㌧

¢

●
膠
の
つ
箇
●

　
1
2
月
5
日
（
日
）
、
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
、
中
央

公
民
館
を
会
場
に
「
平
成
1
6
年
度
女
性
の
つ
ど
い
」

（
東
郷
町
地
域
婦
人
連
絡
協
議
会
・
直
野
あ
つ
み
会

長
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
延
岡
児
童
相
談
所
、
林
和
曲
豆
所
長
の
「
し

つ
け
の
仕
掛
け
」
と

題
し
た
講
演
や
室
内

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
、

ゲ
ー
ム
な
ど
も
あ
り
、

参
加
者
は
楽
し
い
一

日
を
過
し
ま
し
た
。

撫
・

鍵
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g
職

藩
彊
ま
り

溢
鱒
1
3
1
7
1

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す

今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

【
お
知
ら
せ
】

　
さ
く
ら
館
の
行
事
を
次
の
よ

う
に
変
更
し
ま
す
。

ビ
デ
オ
上
映
会
は

　
第
2
・
4
水
曜
日

　
　
　
　
1
5
時
3
0
分
～

「
読
み
聞
か
せ
」
は

　
第
3
水
曜
日

　
　
　
　
1
0
時
3
0
分
～

1
円
の
蛍
鵡
擶
翻

，　
嘩圃
翁

」でr

ビ
デ
オ
上
映
会

☆
1
2
日
（
水
）
1
5
時
3
0
分
～

『
ま
ん
が
日
本
昔
ぱ
な
し
』
よ
り

「
牛
片
（
ウ
シ
カ
タ
）
と
山
ん
ば
」

「
よ
く
ば
り
和
尚
」
ほ
か

☆
2
6
日
（
水
）
1
5
時
3
0
分
～

『
ま
ん
が
日
本
昔
ぱ
な
し
』
よ
り

「
み
そ
買
い
橋
」
「
言
う
な
の
地
蔵
」

「
猿
地
蔵
」
ほ
か

読
み
聞
か
せ

19

冝
i
水
）
　
1
0
時
3
0
分
～

さ
く
ら
館
の
休
館
日

　
1
日
置
2
日
・
3
日
・
4
日
。
1
0
日
・

　
1
7
日
・
2
4
日
。
3
1
日

嘗
「　【

一
般
図
書

・
駅
ま
で
の
道
を
お
し
え
で

　
　
　
　
　
　
　
伊
集
院
静

　
君
が
待
っ
て
い
る
、
そ
の
駅

は
ど
こ
に
あ
る
の
。
夏
の
微
笑
と
、

祈
り
を
の
せ
て
電
車
は
走
る
。

二
度
と
逢
え
な
く
て
も
、
想
い

続
け
る
人
た
ち
の
物
語
。
か
け

が
え
の
な
い
時
間
に
逢
え
る
短

編
集
。
　
『
小
説
現
代
』
掲
載
を

単
行
本
化
。

・
夜
中
の
独
り
ご
と

　
　
　
　
　
　
　
瀬
戸
内
寂
聴

　
新
聞
に
イ
ラ
ク
戦
反
対
の
広

告
を
出
し
、
新
作
能
や
歌
舞
伎

の
脚
本
執
筆
に
熱
中
、
海
老
蔵

襲
名
を
追
っ
か
け
…
。
し
か
し

肉
体
は
老
い
行
く
。
2
1
世
紀
も

八
面
六
腎
、
そ
の
元
気
は
ど
こ

か
ら
？
秘
密
は
こ
こ
に
。
日
記

を
大
公
開
！
　
『
寂
庵
だ
よ
り
』

掲
載
に
加
筆
。

・
バ
ベ
ル
の
犬

　
　
　
　
キ
ャ
ロ
リ
ン
・
パ
ー
ク
ハ
ー
ス
ト

　
突
然
妻
を
亡
く
し
た
ポ
ー
ル
。

警
察
は
事
故
死
と
断
定
し
た
が

彼
は
納
得
で
き
な
い
。
唯
一
の

目
撃
者
は
愛
犬
の
ロ
ー
レ
ラ
イ

だ
っ
た
。
ポ
ー
ル
は
、
犬
に
言

葉
を
教
え
れ
ば
、
妻
の
死
の
真

相
が
分
か
る
の
で
は
と
考
え
る
。

孤
独
な
言
語
レ
ッ
ス
ン
が
始
ま

っ
た
…
。

児
童
図
書

・
せ
ん
べ
い
ざ
む
ら
い

　
　
　
　
　
　
　
　
今
江
祥
智

　
せ
ん
べ
い
を
焼
く
こ
と
の
面

白
さ
に
魅
了
さ
れ
た
小
さ
な
お

さ
む
ら
い
さ
ん
。
く
る
日
も
く

る
日
も
、
せ
ん
べ
い
屋
に
通
う

息
子
を
見
か
ね
た
父
親
が
問
い

た
だ
す
と
、
「
せ
ん
べ
い
が
え
し

の
け
い
こ
で
ご
ざ
い
ま
す
」
　
は

て
、
一
体
ど
ん
な
技
を
身
に
つ

け
た
の
で
し
ょ
う
。

（
小
学
校
低
学
年
対
象
）

・
ハ
リ
ー
・
ポ
ッ
タ
ー
と
不
死

　
鳥
の
騎
士
団
上
・
下

　
　
　
　
　
J
．
K
．
ロ
ー
リ
ン
グ

　
復
活
し
た
ヴ
ォ
ル
デ
モ
ー
ト

と
の
戦
い
は
い
つ
始
ま
る
の
か
？

還
魂
鬼
に
襲
わ
れ
、
　
「
不
死
鳥

の
騎
士
団
」
に
助
け
出
さ
れ
た

ハ
リ
ー
は
、
騎
士
団
が
重
大
な

秘
密
を
守
っ
て
い
る
こ
と
を
知
る
。

真
実
が
明
か
さ
れ
る
シ
リ
ー
ズ

第
5
弾
。

（
小
学
校
上
学
年
・
中
学
生
対
象
）

・
ス
グ
リ

　
～
も
の
の
け
祭
り
～

　
　
　
　
　
　
　
野
崎
ゆ
き
え

　
両
親
に
死
に
別
れ
た
下
界
の

子
ど
も
で
、
鬼
の
子
と
呼
ば
れ

る
少
年
「
ス
グ
リ
」
が
、
天
界

で
活
躍
す
る
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
。

ス
グ
リ
は
お
祖
父
さ
ん
、
お
祖

母
さ
ん
に
会
う
こ
と
が
で
き
る

の
か
…
。
も
の
の
け
た
ち
が
彩

る
魅
惑
の
世
界
。

（
小
学
校
上
学
年
対
象
）

・
光
る
雪
の
恐
怖

　
　
　
　
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ホ
ー
ル
デ
ン

　
毎
日
新
し
い
も
の
を
追
い
求

め
て
研
究
を
続
け
て
い
る
科
学

者
た
ち
。
し
か
し
、
科
学
者
た

ち
の
願
い
と
は
裏
腹
に
、
新
し

い
発
見
が
人
間
を
不
幸
に
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
あ
る
発
見

が
大
変
な
怪
物
を
生
み
出
す
こ

と
に
な
っ
て
、
大
騒
ぎ
に
な
っ

て
し
ま
う
お
話
。

え
ほ
ん

・
わ
た
し
の
足
は
車
い
す

　
　
　
　
　
フ
ェ
レ
ー
ナ
・
バ
ル
ハ
ウ
ス

　
車
い
す
で
生
活
し
て
い
る
ア

ン
ナ
は
、
初
め
て
一
人
で
お
使

い
に
行
く
が
、
出
会
う
の
は
同

情
と
好
奇
心
の
眼
差
し
と
無
視

ば
か
り
。
で
も
、
ジ
ギ
ー
と
い

う
友
達
が
で
き
て
…
。
障
害
者

理
解
が
一
層
深
ま
る
絵
本
。
0
4

年
度
オ
ー
ス
ト
リ
ア
児
童
・
青

少
年
文
学
賞
受
賞
作
。

・
チ
リ
と
チ
リ
リ

　
う
み
の
お
は
な
し

　
　
　
　
　
　
　
　
ど
い
か
や

　
チ
リ
と
チ
リ
リ
が
自
転
車
に

乗
っ
て
海
の
中
を
探
．
検
。
す
て

き
な
宝
物
を
見
つ
け
ま
す
。
い

ろ
い
ろ
な
物
か
ら
自
分
が
一
番

好
き
な
物
を
見
つ
け
出
す
幸
せ

を
描
き
ま
す
。
「
チ
リ
と
チ
リ
リ
」

の
第
2
弾
。

※
他
に
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

螢
蔭
躍
毯

　
1
1
月
期
子
牛
セ
リ
市
の
本
町
か

ら
の
出
荷
分
の
結
果
及
び
最
高
額

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

東
臼
杵
郡
市
セ
リ
市
5
0
頭

　
雌
平
均
4
7
0
、
5
8
1
円

　
去
勢
平
均
　
5
0
5
、
3
0
0
円

　
合
計
平
均
　
4
8
5
、
1
6
3
円

最
高
額
〔
雌
の
部
〕

羽
坂
　
福
永
マ
ス
ミ
か
つ
ふ
く
1
1
5
号

血
統
、
安
平
・
隆
桜
・
菊
園

3
2
8
日
令
3
0
1
㎏

　
　
　
　
　
7
8
1
、
2
0
0
円

〔
去
勢
の
部
〕

坪
谷
　
矢
野
昭
市
福
平
号

血
統
　
安
平
・
平
茂
勝
・
安
福

2
9
4
日
令
2
8
5
㎏

　
　
　
　
　
5
7
4
、
3
5
0
円

児
湯
郡
市
セ
リ
市
1
0
頭

雌
平
均
4
7
3
、
8
1
2
円

去
勢
平
均
　
4
8
9
、
8
2
5
円

合
計
平
均
　
4
8
3
、
4
2
0
円

最
高
額
〔
雌
の
部
〕

寺
迫
　
黒
木
万
好
く
み
ひ
ら
号

血
統
　
安
平
・
糸
秀
・
隆
桜

3
1
8
日
令
2
6
5
㎏

　
　
　
　
　
5
5
5
、
4
5
0
円

〔
去
勢
の
部
〕

庭
田
　
黒
木
国
寛
栄
二
郎
号

血
統
　
福
桜
・
平
茂
勝
・
安
平

2
7
9
日
令
3
1
6
㎏

　
　
　
　
　
6
1
4
、
2
5
0
円

※
認
定
農
業
者
の
紹
介
は
、
し
ば

ら
く
休
止
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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伊蹄⑳
◆料金改定の経過

　水道料金の改定は町民生活に直結する大きな問題です。したがって町では各界や地域を代表する方々のご意見を伺

うため東郷町水道使用料検討委員会を組織し、その中で3回にわたる慎重な審議を行ないました。その結果、改定案に

一部修正が加えられたうえで、昨年11月19日に「改定はやむを得ない」旨の答申を町長に行ないました。答申に基づい

て、東郷町簡易水道事業条例改正案を12月定例町議会に提案し可決されました。

◆料金改定の内容
　水道料金の改定率は平均して、36．5％の増になります。新水道料金は4月1日（4月以降の検針）から次の表のとおり

改定されます。

　基本水量を8㎡に統一したことにより、坪谷川、迫野内地区の一ヶ月使用水量21㎡以下、広瀬地区の同18㎡以下の

世帯では値下げになります。

　値上げ幅の大きい坪谷川（蕨野・稲葉野を除く）、迫野内、広瀬地区の大量使用者（ひと月に49㎡以上使用した方）に

ついては、激変緩和措置として5年後に正規の料金となるよう段階的に値上げさせていただきます。

水道料金比較表（1ヶ月分、消費税込み）

基　　本　　料　　金 超　　過　　料　　金（1㎡につき）

地　区
現　　　行 改　定　後 現　　　行 改　　定　　後

使用水量 金額 使用水量 金額 従量区分 金額 従量区分 金　　　額

面重原 525円 9㎡～28㎡ l15．5円

山　陰 735円

　3　　　　　　　3Xm～38m

@3　　　　　　3R9m～58m

T9㎡以上

29㎡～48㎡ 147円

仲野原
8㎡以下

840円

94．5円

撃P5．5円

P36。5円
49㎡以上

福　瀬 945円

蕨　野
﨤t野

10㎡以下 1，050円

8㎡以下 LO50円

11㎡以上 105円

迫野内
ﾘ谷川

2，625円 3L5円

　　　　　189円

ｽだし坪谷川（蕨野・

﨤t野を除く）、迫野

焉A広瀬地区について

ﾍ次のとおりとする。

ｽ成17年度　　63円

ｽ成18年度　94．5円

ｽ成19年度　126円

ｽ成20年度157．5円

広　瀬

30㎡以下

2，310円

31㎡以上

52．5円

※水道料金の計算方法

　水道料金は、1か月ごとの検針で、基本料金に超過料金を加算して算出します。

　たとえば、1か月分の使用水量が50㎡の場合

　　　1）基本料金　8㎡＝1，050円

　　　2）超過料金　9㎡～28㎡の区分　20㎡×115，5円＝2，310円

　　　　　　　　29㎡～48㎡の区分　20㎡×147円一2，940円

　　　　　　　　49㎡以上の区分　2㎡×189円＝378円

　　　　合　計　50㎡　6，678円　　　　　L一レ（緩和地区はただし書きの単価を代入）

　となります。

　　　　　　　　　　　　　　　　改定後の水道料金比較表（税込）

　　　地区

�ﾊ
山　陰　1仲野原 福　瀬 八重原

坪谷川
i蕨・稲）

広　　瀬
坪　谷　川

浴@野　内

25㎡の場合 3，013円

600㎡の場合

@　　　　　1

110，628円 平成17年度4LO76円　　平成19年度78，852円

ｽ成18年度58，464円　　平成20年度93，240円

＜参考＞25㎡一一般的な家庭の使用量　　600㎡一企業などの使用量（最大級）
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平成17年4月がら末道心釜を改定じまず
◆料金改定のポイント

　・地区ごとに異なる料金体系をひとつに統一します。

　・一般会計に頼った経営内容を改善するために平均36．5％の値上げを行ないます。

　・値上げ幅の大きい地区（坪谷川（蕨野・稲葉野を除く）、迫野内、広瀬）の大量使用者については、激変緩和期間を設

　　け一定期間料金を低減します。

◆料金改定の理由

①東郷町の管理する簡易水道施設は現在5地区（7施設）ありますが、整備された時代や補助制度の違いなどから地区

ごとに料金設定が異なっています。これは住んでいる地区により同じ水量を使用しても料金に較差があるということであ

り、費用負担の公平性に非常に問題があります。また地区によっては高い基本水量を設定しているため、使用量の少な

い単身者あるいは高齢者世帯にあっても高い基本料金を負担しているという問題や、反対に大量に使用しても他の地区

に比べて4分の1程度の料金しか負担していないという問題があります。こういつた問題を解決するために料金の統一化

が求められていました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　現行の水道料金比較表（税込）

　　地区
�ﾊ

山　陰 仲野原 福　瀬 八重原
坪谷川
i蕨・稲） 広　瀬

坪谷川
蘭�

25㎡の場合 2，341円 2，446円 2，551円 2，131円 2，625円 2，310円 2，625円

600㎡の場合 79，863円 79，968円 80，073円 79，653円 63，000円 32，235円 20，580円

〈参考＞25㎡＝一般的な家庭の使用量　　600㎡＝企業などの使用量（最大級）

②東郷町では昭和60年号料金を改定して以来、19年間にわたり水道料金を据え置いてきました。その後加えられた坪

谷川地区、迫野内地区（昭和62年）、坪谷地区［再整備］・広瀬地区［編入】（平成13年）、蕨野・稲葉野地区（平成14年）の

いずれも低料金に設定し、安定・安心な水道水の供給に努めています。しかしながら人口減少に伴う料金収入の落ち込み、

過去に実施した改良事業に対する起債（借入金）償還金の増加などにより、一般会計からの繰入金が大きく膨らみ、この

ままでは健全な経営が維持出来ない状況にあります。現在、水道会計全体に占める一般会計繰入金の割合は4割を超え

ており、受益者以外の税金も財源とする一般会計からの資金投入は公平負担の観点から非常に問題となっています。さ

らに一般会計の財政が逼迫していく状況にあって、このままの経営は維持できそうにありません。今後も健全な事業運営

を続けながら、町民のみなさまに安全な水道水を安定して供給していくためには、施設の統合整備や大規模改修なども

行なっていかなければなりません。これらの状況から料金改定は避けて通れないと判断しました。なお改定料金の水準は

一般会計からの繰入金を国の示す基準内に納めるよう設定しております。東郷町では今後も安定・安全な水供給に努め

るとともに、経営の効率化になお一層の努力を重ねていきます。みなさまのご理解とご協力をお願いいたします。
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無告大会の結果
　11月6日（土）に行われました囲碁

大会の結果は次のとおりです。

優勝鬼高敏夫（4段）南郷村

準優勝　伊東重雄（4段）宮崎市
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　ダム管理事務所に居住して働くことのできる管理人（夫婦な
ど2名）を募集します。

【募集概要】・所在地　児湯郡木城町大字中之又松尾4番8号
　　　　　　　　　　（木城町役場から車で約40分）

　　　　　・雇用方法　年度ごとの業務委託
　　　　　　　　　　（4月1日から翌年の3月31日まで）

　　　　　・委託額　2人で月額16万円程度

【業務内容】・毎日の気象の観測（天候、気温など）

　　　　　・異常気象時（地震、ダム地点の豪雨等）の通報連絡

　　　　　・ダム施設の掃除、防火、防犯など

【応募資格】・管理事務所に居住できる夫婦など（2人）であること

　　　　　　（夜間及び土日等職員不在時に最低1人常駐で
　　　　　　きること）

　　　　　・健康であること（ただし業務に支障とならない程
　　　　　　度は可）

【必要書類】・夫婦など（2人）の履歴書及び健康診断書

　　　　　　（保健所などの公的医療機関発行のもの）

【申込方法】・郵送・持参どちらでも可

【申込締切】・平成17年1月31日（月）必着

【選考方法】・面接（後日連絡）による

　※申込先・お問い合わせは

　　宮崎県高鍋土木事務所　総務課（庶務係）河川砂防課（タム係）

　　〒884－0002　児湯郡高鍋町大字北高鍋中須ノ三3870－1

　　　　　　　　電話（0983）23－0001（代表）

　配偶者暴力防止法が改正されました。

　保護命令の対象を、子供や離婚した元配偶者まで拡大する

とともに、退去命令の期間を2ヶ月に延長することなどを柱とし

た改正法が成立し、平成16年12月2日に施行されました。

○改正の主な内容

　1．「配偶者からの暴力」の定義の拡大

　2．保護命令制度の拡充

　3．被害者の自立支援の明確化　等

　詳しくは、宮崎県青少年男女参画課（TELO985－26－70

40）まで。

内閣府では配偶者からの暴力被害者支援情報サイト
　（http：／www，gendeLgojp／e．vaw／index．htm）を開設しています。

　検察審査会とは、選挙権を有する一般国民の中から「くじ」

で選ばれた11人の審査員が、いわば国民を代表して、検察官

が被疑者（犯人と目される者）を裁判にかけなかったこと（不起

訴処分）のよしあしを審査するのを主な仕事とするところで、

刑事手続の中に国民の常識的な意見を反映させ、より良い刑

事司法を実現するために設けられています。

　交通事故、詐欺、おどしなどの犯罪の被害にあい、警察や検

察庁に訴えたが、検察官がその事件を不起訴にし、裁判にか

ける手続きをとってくれない。私には、検察官のこの処分はどう

も納得できない。

　このような不満をお持ちの方は検察審査会事務局にご相談

ください。審査の申立てや相談には、一切費用はかかりません。

また、秘密は固く守られます。詳しくは、延岡検察審査会事務

局（TELO982－32－3291）までお問い合わせください。

罷　・．》　＝＝．

儲謬麺

　町税務課では毎年10月から翌年1月にかけて、次年度以降の固定

資産税課税算出に当っての新築家屋等の評価（家屋調査）を実施して

います。今年度も該当家屋の大半の調査を終えたところです。

　調査にご理解とご協力いただいた家主さん、関係者の方にお礼を申

し上げます。

　さて、この時期から新年度初め（納税通知書交付時期）にかけて固

定資産税についての問合せが多くなってきます。そこで昨年度と同様

に土地・家屋に関して質問の多い事項をQ＆Aでご紹介します。

Q　新築住宅の税額は減額されると聞いたっちゃけど…？

A　新築住宅については次の要件のもとに固定資産税額を2分の1に

　する減額措置が実施されています。

【要件】

（1）専用住宅又は併用住宅（居住部分の割合が2分の1以上のもの）

（2）床面積（併用住宅にあっては居住部分の床面積）が50c血～280cm以下

【減額の内容】

（1）減額対象面積…120cmまで（併用住宅の店舗や事務所部分は対象外）

（2）減額期間…新築後3年度分（一般の住宅の場合）

【注意】

　減額の適用を受けるのは、新築後3年度分ですから、4年度目から

は2分の1減額措置はなくなり、税額が高くなることになります。

Q　家屋を取り壊したっちゃけど、その届は…？

A　家屋を取り壊した場合は、「家屋滅失届一をしてください。届出は

　税務課で常時受付しています。届がされますと係が後日滅失家屋の

　現地確認を行います。

　　なお、家屋の一部取り壊しや増築された場合にも届けを行ってく

　ださい。

【注意】

（1）届けがされませんとその家屋に係る固定資産税が毎年かかってい

　くこともありますので届は早めに行ってください。

Q　土地や家屋を売却したっちゃけど、なぜ税金がかかると…？

A　賦課期日（毎年1月1日）現在において登記簿又は課税台帳に所有

　者として登記又は登録されている人に課税されますから、売却して

　も所有権移転登記をしないとあなたに税金がかかることになります。

　ご質問のケースは年末に売買された場合に多く発生しているようです。

　　なお、トラブル防止のため、買主や売主が固定資産税をどの程度

　負担するかを売買契約等に明記されるケースもあるようです。

税についてのお問合せは…

　税務課（課税係・固定資産係・地籍係）直通電話】69－3904

　最近、ごみの野外焼却に関する苦情が増えています。

庭先や空き地などでのごみの焼却は、ダイオキシン発生の原

因になるほか、火災発生の原因にもなったり又、煙や臭いによ

り気分が悪くなったり、布団、洗濯物に汚れや臭いがつくなど、

近所迷惑になることもあります。

　平成14年12月1日より法律が改正され、一部の例外を除き、

ごみの野外焼却及び、基準に適合しない焼却炉による焼却が

禁止となっています。又、違反者には罰則が適用される場合が

あります。

例外的に野外焼却が認められているものは、社会の習慣上や

むを得ない廃棄物の焼却又は、周辺地域の環境に与える影響

が軽微である次のようなものです。

　○河川管理者による河川管理のため草木の焼却

　○災害時の木くずの焼却、火災予防訓練のための焼却

　○不要となった正月のしめ縄、門松等の焼却

　○農業を営む為の焼畑、畦焼き、稲わら等の焼却

　○風呂焚き、落ち葉焚き、焚き火等の小規模な焼却

＝＝．目’－軍．＝＝　産m淵≡ …　　　●　．
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σ奪高松保育園σ巻

▲「魚があそんでいるところ」

　　　　　　　　寺迫区　山ノロ

　　　　　　　　　　　　たい　き
　　　　　　　岩崎泰生くん（5歳）

　　　　　　　父　宗博さん
　　　　　　　母　三恵さん

　　　　　　　○好きな食べ物は何ですか？

茎・．．＝　　　ぶどう、梅ぼしごは

鑓　　嵯蕊膿纂？
．r @　　　　　　サッカー、ブランコ、プロッ

　　　．　　　　ク遊び

　　　　　　　○大きくなったら何に
　　　　　　　　なりたいですか？

　　　　　　　　将棋のプロ

螺

～

寺学区　中尾
　　なつ　　き
山本夏樹さん（5歳）

父　　勝仁さん
母　七五三さん

○好きな食べ物は何ですか？

いちご、ぶどう

○好きな遊びは何で
すか？
ブランコ、すべり台、

うんてい

○大きくなったら何に
なりたいですか？

病院の先生

　　　新鋳轟・鐸

毯冷爾㊧
〆事蕩r／
　9　　ぜ浄　ぐ」
　　　▲「わたしとおともだち」

　　　　　　　　　

翻◎誘騨
賞囲閑口囲賛翼関賞

見事なバチさばき

　11月23日（火）、県内の

太鼓チームが集い、日向市

文化交流センターで「日向
鼓響の響」が開催されました。

　第1部は、県ジュニア和

太鼓フェスティバルが行わ

れ、第6回ジュニア大太鼓

一人打ちコンテストで田野
の田原雅之君（富島高校3年）

が優勝しました。

　田原くんは、保育園当時

から始めた和太鼓を現在
も続けられており、見事な

パチさばきで栄冠を勝ち取
りました。

表
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・
の
う
た
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解
説

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
都
甲
欣

梅
の
花
圃
や
咲
く
ら
む
我
庵
の

柴
の
戸
あ
た
り
鶯
の
鳴
く
　
　
（
補
遺
）

一

　
こ
の
歌
に
つ
い
て
、
志
野
澄
幸
著
「
牧
水
百
歌
」
の
解
説
を
用
い
な
が

ら
紹
介
を
し
ま
す
。

　
宮
崎
県
立
延
岡
中
学
校
（
現
在
の
延
岡
高
等
学
校
）
の
校
友
会
雑
誌

の
創
刊
号
に
、
第
二
学
年
甲
組
若
山
繁
と
し
て
「
雷
雨
」
と
い
う
短
文
と

歌
三
首
、
俳
句
二
句
を
発
表
し
て
い
る
。
こ
の
歌
は
、
そ
の
中
の
「
早
春

懐
梅
」
と
題
し
た
一
首
で
あ
る
。

　
当
時
、
延
岡
中
学
校
の
校
長
は
山
崎
庚
午
太
郎
（
初
代
校
長
）
で
あ

っ
た
。
山
崎
校
長
は
東
京
帝
国
大
学
（
現
在
の
東
京
大
学
）
で
史
学
を

専
攻
し
た
人
で
あ
っ
た
が
、
西
行
を
語
り
、
香
川
桂
樹
（
江
戸
末
期
の

歌
人
）
を
説
く
と
い
っ
た
ふ
う
の
詩
藻
豊
か
な
人
で
あ
っ
た
。
牧
水
は
山

崎
校
長
か
ら
西
行
の
「
山
家
集
」
や
香
川
桂
樹
の
「
桂
園
一
枝
」
を
借
り

て
読
み
、
殆
ど
暗
記
し
た
と
い
う
。
牧
水
は
山
崎
校
長
を
尊
敬
親
愛

し
、
校
長
も
ま
た
、
い
ち
は
や
く
牧
水
の
文
才
を
認
め
て
愛
し
た
。
牧

水
が
中
学
生
活
の
第
一
歩
に
、
文
藻
豊
か
な
師
の
影
響
を
受
け
た
と
い

う
こ
と
は
、
牧
水
に
と
っ
て
大
き
な
幸
運
で
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
牧
水
は
、
校
友
会
雑
誌
創
刊
号
の
手
伝
い
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
こ

と
が
文
学
活
動
の
芽
ば
え
と
な
り
、
歌
人
と
し
て
の
最
初
の
出
発
は
こ

の
校
友
会
雑
誌
だ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
そ
の
創
刊
号
が
出
た
の
は
牧
水

が
中
学
二
年
の
時
で
明
治
三
十
四
年
の
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
の
歌
は
、
山
崎
校
長
か
ら
褒
め
ら
れ
た
だ
け
あ
っ
て
、
よ
く
ま
と

ま
っ
た
作
品
で
あ
る
。
当
時
、
牧
水
は
「
秋
空
」
の
雅
号
を
使
っ
て
い
る

が
、
こ
の
ほ
か
に
も
「
紅
雲
」
の
雅
号
も
使
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
牧
水

の
雅
号
ま
で
に
は
「
桂
露
」
、
「
雨
山
」
、

「
白
雨
」
の
雅
号
を
使
っ
て
い
る
。
（
他

に
黒
木
晩
石
著
「
若
山
牧
水
」
、

塩
月
凸
部
「
牧
水
の
風
景
」
よ
り
）
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